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政治のこと生活のこと困っていること。田中あきよと一緒に考えませんか？
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西宮市立中央病院の今後１

ごあいさつ

西宮市立中央病院と兵庫県立病院が統合する「兵庫県立西宮総合医療センター(仮称)」の
開院予定日は2026年7月1日（水）に決まりました。病床数552床、診療科目35科の高度急性期、急性期医療の
提供を予定しており、現在建設中です。

新病院の開業と同時に、西宮市立中央病院は閉院となります
が、その跡地活用についてこれまで地域懇談会を10回、また
市民説明会が2回開催されました。
跡地利用については「民間医療機関」と「子育て関連施設」の
ゾーンに分けて活用されます。

「民間医療機関」については今年の10月頃から事業者の募集を開始し、
来年7月の閉院後、10月頃から土地の引き渡しが行われる予定。「子育て
関連施設」については民間の保育所等を整備する予定です。

「民間医療機関」の募集条件として、100床以上の病床規模で内科を含む
複数の診療科目を設置し、一次救急を実施することを求めるとしていま
す。

地域の方からは、「土地を売却するとのことであるが、医療機関がすぐに
違う施設になってしまう可能性があることが心配である」とのご意見が
ありました。私も全く同じ意見であり、市への要望として医療機関が
継続される事業者の選定を訴えております。

医療過疎地域にはならないよう声を上げて参ります。

１．西宮市立中央病院の今後
２．阪神水道企業団の監査委員
を拝命

３．不登校事例集のインタビュー
を受けました

日ごろより田中あきよの活動にご支援ご協力をいただきまして
誠にありがとうございます。

先の7月に参議院選挙がありました。ご当選された方々には自身の政策や
発信された言論への責任を持ち、国政を担うというとても大きな役割を真
摯に全うしていただきたいと思います。
選挙中、候補者に対してSNS上で殺害予告が書き込まれるということが
ありました。私は、完全に無所属でありどこかの党を応援しているわけでは
ありませんが、命の危険を感じる選挙のあり方には憤りを感じています。
言葉の暴力が刃のように人の命を奪うことがあるということを自覚すべき
です。自分の考えとは違う人を徹底的に痛めつける風潮を変えていくため
に、日頃からあらゆる場で『対話』を経験し大事にすることが必要だと強
く思いました。
引き続き「生きづらさゼロ」を目指して、活動を続けてまいります。
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日頃の活動や「田中あきよ通信」のバックナンバーなどはホームページをご覧ください
最新版「不登校児童生徒の支援先一覧表」も掲載しています田中あきよ

阪神水道企業団の監査委員を拝命

前号の訂正とお詫び

２

今年度、阪神水道企業団の監査委員を拝命いたしました。

阪神水道企業団とは、神戸市・尼崎市・西宮市・芦屋市・宝塚市
・明石市で構成される地方公共団体の一部事務組合で、一般家庭
へ直接、水を届けるのではなく、水道事業者（各市）に水道用水
を供給する『水道用水供給事業』（水の卸売業）を行っている企
業団です。

初めての監査委員ですが、西宮市だけでなく阪神間の水道事業に
注力してまいります。

「田中あきよ通信no.16」の記事の中で、誤りがありましたので

訂正しお詫び申し上げます。

⑤ 議員定数が41人から40人へ1人削減

別の会派から議員定数削減が提案され、賛成20人対反対20人で

同数となり、議長が賛成したことで可決しました。

→別の会派から議員定数削減が提案され、賛成28人対反対12人で

可決しました。

阪神水道企業団HP

不登校事例集のインタビューを受けました３

娘3人の不登校経験が、私の議員活動に繋がっていることをご存じの方は多いと思いますが、あらためて
くわしくは、ぜひ「田中あきよホームページ」をご覧くださいませ。

先日、不登校をキーワードにしたインタビュー記事『雲の向こうはいつも
青空VOL.11』に取り上げていただきました。
発行元の「びーんずネット」は、ご自身のお子さんの不登校をきっかけ
に活動をはじめられた金子ご夫妻が運営されています。「親が楽しく学
べる場、気づきの場」として、不登校をテーマにしたセミナーの企画・
運営や、親子のコミュニケーション講座の開催、不登校インタビュー事
例集などの出版など、お二人で取り組まれています。

不登校の当事者や親御さんはもちろん、子育てに悩ん
でいる方、学校の先生、子どもに携わるお仕事の方に
はぜひ読んでいただきたいです。お一人でも心が軽く
なリ、気づきがありますように。。。

西宮市まで来てくださいました!(^ )^!

そして記事には娘たちの不登校経験と
赤裸々な私の過去(^^;)も掲載されています。
他の記事も大変深いお話です。

そんなお忙しい金子ご夫妻が、川崎市から

びーんずネットHP

田中あきよHPより
「はじめまして」


